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当社は、株式会社サンヴィレッジが推進する系統用蓄電所事業（以下、本プロジェクト）にお

いて、総容量 2.4GWh 規模の系統用蓄電所（以下、蓄電所）への機器供給契約を締結いたしまし

たのでお知らせします。 

近年、日照条件により発電量が変化する太陽光発電等の再生可能エネルギー導入拡大に伴い、

電力系統の安定化（出力変動の補償※1）が社会課題の一つとなっています。その解決策として、

電力系統全体の調整力を担う蓄電所への期待が高まり、各地で設置が進められています。 

このような背景のもと、政府は 2030 年の系統用蓄電池の導入容量について、累計 14.1～

23.8GWh※2に達するとの見通しを示しています。本プロジェクトは、総容量 2.4GWh規模の蓄電所

を整備する民間事業であり、系統用蓄電池の導入を促進する取り組みの一つです。 

当社は今後も、需要が拡大する蓄電所市場において蓄電池システム関連機器の普及拡大を推進

し、再生可能エネルギーの最大活用と脱炭素社会の実現に貢献してまいります。 
 

■ 機器供給契約の概要 

(1)契 約 日：2026 年 4月 23日 
 

(2)各社の役割： 

 

 

 
 

(3)供給計画：全国の蓄電所 250カ所、総容量 2.4GWh 

（2025年度までに 6カ所納入済、2026年度には 70カ所超への納入を予定） 
 

■「（蓄電所向け）蓄電池パッケージ」（出力 2MW／容量 8MWh）の特長 

・2025年 10 月、経済産業省が主導するセキュリティ

要件適合評価及びラベリング制度「JC-STAR ★1」

認証※3を取得。サイバーセキュリティ対策面で高い

信頼性を確保。 

・低騒音設計により近隣住民への防音対策の軽減 

（コスト削減）が可能。 

・コンパクトかつ個別搬送が可能な設計により搬入･

設置が容易。 
 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

株式会社ダイヘン ＥＭＳ事業部企画部 TEL：06-7175-8599 

 

以 上 
 

 

 

 

系統用蓄電所（250 カ所･総容量 2.4GWh）への機器供給契約締結 

（蓄電所向け）蓄電池パッケージ 
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＜ご参考＞サンヴィレッジ社の概要 
 

名 称 株式会社サンヴィレッジ 

所在地 栃木県足利市寺岡町 351番地 

代表者 代表取締役 三村 挑嗣 

事業内容 太陽光発電所の開発と再生可能エネルギー事業 

設立年月日 2014 年 2月 14日 

 

（注釈） 

※1 天候(日射量)で発電量が変動する太陽光発電電力が一斉に電力系統に流れることによ

り需給バランスが崩れる。近年、需給バランス調整を目的として発電を停止する「出

力抑制」が増加傾向にあり、それに伴う発電機会損失が課題のひとつとされる。 

系統用蓄電所は、電力系統に直接接続される大規模な蓄電池（系統用蓄電池）が設置

される施設。電気を貯めたり放出したりすることで、電力の需給バランスを調整する。 
 

※2 2024 年 5月 29 日経済産業省（資源エネルギー庁）公表「系統用蓄電池の現状と課題」

より引用 
 
※3 経済産業省が公表した「IoT 製品に対するセキュリティ適合性評価制度構築方針」に基

づき、サイバー攻撃等の脅威に対する IoT 製品のセキュリティ機能を評価･可視化する

ことを目的として設定されたラベリング制度。 

 

 


